
信 用 保 証 委 託 申 込 書

福岡県信用保証協会 行

次のとおり借入したいので、信用保証をお願いします。
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:_テ資料がある場合には記入不要です。なお、申込時預金 借入金残高欄は個人事業主の方で貸借対照表を未作成の場合にご記入願います。
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記 入 要 領
申 込 人 (企 業 )概 要

平成

西暦

※前回保証利用後、変更のない項目は、記入を省略して結構です(初めてのお申込みの場合は、金項目記入してください)。

申込人(企業)の沿革、特色、最近の動向等
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記 入 要 領

福岡県信用保証協会 行

ム申込について、審査の結果、

信 用 保 証 依 頼 書

貸付を適当と認めますので、保証制度要綱および同事務取扱要領を遵守のうえ信用保証を依頼します。
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信 用 保 証 委 託 申 込 書

福岡県信用保証協会 行

次のとおり借入したいので、信用保証をお願いします。
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※別添資料がある場合には記入不要です。なお、申込時預金 借入金残高欄は個人事業主の方で貸借対照表を未作成の場合にご記入願います。
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※「保証協会団信Jの加入の有無と、保証の諾否 金額査定はまつた<関係ありません。



申 込 人 (企 業 )概 要
平成

四瞥

※前回保証利用後、変更のない項目は、記入を省略して結構です(初めてのお申込みの場合は、全項目記入して<ださい)。
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福岡県信用保証協会 行

本申込につしヽて、審査の結果、貸付を適当と認めますので、保。L剛度要綱ぉょび同
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2 良
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4新 規ノ

足期性 干 円 害」 ヨ| 干 円 干 円 預 金 干円
干円 その他 平FE

合 計
干円 その他 干 円

干 円 合 計 干円 軍 EE 合 計1       干FEl≡込人(代表者)の事業経験・業界

干円)

矢□識

い る  2普 通 3やゃ不足している
事業の将来性

|
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[緻 蓄菖蓬
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X最近の業況、返済能力、経営者の人物、取組方金十等



資格要件申告欄

当座貸越 (貸付専用型)根保証又は事業者カードローン当座貸越根保。Iの場合は必ずご記入<ださい。

下記の通り「当座貸越

しており、今後とも当

3.確定申告が青色申告であり、申込直前期の決算において申告所得300万円以上を計上し、

舗等)を所有する。

4.確定申告が青色申告であり、申込直前期の決算において申告所得100万円以上を計上し、

(貸付専用型)根保証」又は「事業者カードローン当座貸越根保証」の資格要件に該当
として、支援育成していきたい先であり、償還能力も認められます。

(1)同一事業の業歴が3年以上で、2期以上の確定申告を行っている。

に)当     との与信取引が6か月以上ある。

当座貸越 (貸付専用型)根保証

*該当する資格要件の番号を一つだけ○で囲んで下さい。

く個人事業者>

1.保証申込直前期の決算における中小企業信用リスク情報データベース (CRD)によるスコアリングが基準以上である。
2。 当 の信用スコアリングが前記CRD基準と同等以上である。

己〓
〓
ロ

かつ自己名義の不動産 (自宅・店

不動産等物的担保の提供がある。

<法人>

1.保証申込直前期の決算における中小企業信用リスク情報データベース (cRD)によるスコアリングが基準以上である。
2.当     の信用スコアリングが前記0日D基準と同等以上である。

事業者カードローン当座貸越根保証
*該当する資格要件の番号を一つだけoで囲んで下さい。

<個人事業者>

1.保証申込直前期の決算における中小企業信用リスク情報データベース (cRD)によるスコアリングが基準以上である。
2。 当 の信用スコアリングが前記CttD基準と同等以上である。

3.確定申告が青色申告であり、申込直前期の決算において申告所得を計上し、かつ自己名義の不動産 (自宅・店舗等)を所
有する。

<法人>

l.保証申込直前期の決算における中小企業信用リスク情報データベース (cRD)によるスコアリングが基準以上である。
2。 当     の信用スコアリングが前記CttD基準と同等以上である。

以上

(2:


